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1.  平成25年3月期第1四半期の連結業績（平成24年4月1日～平成24年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年3月期第1四半期 2,312 △2.7 △684 ― △699 ― △448 ―

24年3月期第1四半期 2,375 △6.7 △599 ― △623 ― △402 ―

（注）包括利益 25年3月期第1四半期 △448百万円 （―％） 24年3月期第1四半期 △403百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

25年3月期第1四半期 △66.86 ―

24年3月期第1四半期 △60.02 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

25年3月期第1四半期 23,798 11,203 47.1
24年3月期 24,211 11,732 48.5

（参考） 自己資本   25年3月期第1四半期  11,203百万円 24年3月期  11,732百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年3月期 ― 0.00 ― 12.00 12.00

25年3月期 ―

25年3月期（予想） 0.00 ― 12.00 12.00

3. 平成25年 3月期の連結業績予想（平成24年 4月 1日～平成25年 3月31日） 
 

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率） 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 5,570 0.6 △425 ― △455 ― △330 ― △49.18

通期 12,670 0.6 350 △9.8 300 △6.4 110 △9.7 16.39



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(注)詳細は添付資料４ページ「２.サマリー情報（注記事項）に関する事項」（3）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期連結財務諸表に対
する四半期レビュー手続が実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び
業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

※  注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  有

② ①以外の会計方針の変更   ：  無

③ 会計上の見積りの変更   ：  有

④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年3月期1Q 6,710,000 株 24年3月期 6,710,000 株

② 期末自己株式数 25年3月期1Q 178 株 24年3月期 178 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年3月期1Q 6,709,822 株 24年3月期1Q 6,709,822 株
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当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、復興需要の盛り上がりを受けて雇用環境の改善は

続いておりますが、全体としてはデフレ経済が続いており、企業・家計の景況感の回復には至っており

ません。 

当業界におきましては、今年度から小学校に続いて中学校においても新学習指導要領が導入され、各

学年で履修内容が増加し、また学習内容が難しくなっており、経営環境には一定の追い風となっており

ます。しかし、全体としては、少子化の進行、勤労者所得の減少による学校外教育費の負担感の増加、

学力中間層の学習塾離れなどの要因による市場の縮小を抑えるまでには至っておりません。 

こうした厳しい経営環境を跳ね返すことができるかどうかは、“必ず成績を上げる”“第一志望校に

合格させる”という教育サービスを提供していくことを全社員の共通認識とすること、時代の変化に対

応した新しい業態の教育サービスを開発していくこと、だと考えております。 

売上におきましては、小中事業本部・高校事業本部・新規事業本部の各事業本部ごとに、大きく変化

した市場に対応した、また、それぞれの地域に対応した教育サービスを企画・立案しております。ま

た、募集方法も様々な工夫をしております。生徒数の増加と同時に生徒一人当たりの売上単価の向上も

図っております。 

営業費用におきましては、人員の効率化による人件費の削減、校舎家賃の軽減による賃借料の減少が

あったものの、新学習指導要領の導入による教材の新規作成等により教材費が増加したこと、通年の業

績に大きく影響する夏期講習募集の新企画による広告宣伝を追加したことにより全体としては若干増加

いたしました。 

また、特別損益におきましては、福島原発事故による営業損害につき、その賠償金の残額として受取

補償金14百万円を特別利益に計上しております。 

以上の結果、当社グループの当第１四半期連結累計期間の売上高は2,312百万円(前年同四半期は 

2,375百万円)、営業損失は684百万円(前年同四半期は営業損失599百万円)、経常損失は699百万円(前年

同四半期は経常損失623百万円)、四半期純損失は448百万円(前年同四半期は四半期純損失402百万円)と

なりました。 

なお、季節的変動要因として、当社グループの生徒数は小中学部・高校部ともに夏期講習・冬期講習

等の講習に参加した一般生が、本科授業の２学期が開始される９月、３学期が開始される１月に入学す

るため、第２四半期以降に増加することとなります。一方、営業費用につきましては、人件費・賃借料

等が毎月固定的に発生いたします。従って、第１四半期の収益性は第２四半期以降に比べて低くなりま

す。 

セグメント別の業績を示すと、次のとおりであります。 

(小中学部) 

小中学部におきましては、県または、それ以上に細分化したブロック単位の企画を立てるためのプロ

ジェクトを立ち上げました。それぞれのマーケットに対応した戦略を各ブロック社員の共通認識として

校舎経営を行ってまいりました。また、管理職も積極的・計画的にそれぞれの戦略会議に参加し、現場

の活性化を図ってまいりました。こうした取り組みの成果は、それぞれの地域において低学年を中心に

上がってきており、夏期講習募集も順調に推移しておりますが、第１四半期連結累計期間の売上につい

ては回復に至っておりません。結果として、小中学部の売上高は1,570百万円(前年同四半期は1,774百

万円)、セグメント損失は272百万円(前年同四半期はセグメント損失186百万円)となりました。 

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する定性的情報
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(高校部) 

高校部におきましては、「遠隔ライブ授業」（ライブ授業の同時中継授業）の映像精度がさらに向上

した機器を導入しました。全国トップレベルの年間契約講師、授業力の高い正社員の教師に対する生徒

満足度も向上しております。その結果、高校部の売上高は450百万円(前年同四半期は471百万円)、セグ

メント損失89百万円(前年同四半期はセグメント損失116百万円)となりました。 

(その他の教育事業) 

新規事業として立ち上げましたその他の教育事業は、順調に生徒数、売上高を増加させております。

特にon lineによる映像事業（当社のｉＤ予備校）におきましては、大幅に生徒数を増加させておりま

す。その結果、その他の教育事業の売上高は291百万円(前年同四半期は129百万円)、セグメント損失は

100百万円(前年同四半期はセグメント損失93百万円)となりました。 

  

(資産) 

流動資産は、前連結会計年度末に比べて174百万円減少し、2,384百万円となりました。 

固定資産は、前連結会計年度末に比べて239百万円減少し、21,413百万円となりました。これは、新

設校による設備投資を抑えたのに対し、有形固定資産の減価償却が進んだこと、建設協力金の回収が進

んだためであります。 

この結果、総資産は前連結会計年度末に比べて413百万円減少し、23,798百万円となりました。 

(負債)  

流動負債は前連結会計年度末に比べて581百万円増加し、7,363百万円となりました。これは法人税等

の税金の支払により未払法人税等が減少したものの、上半期の運転資金の調達により短期借入金が327

百万円増加したためであります。 

固定負債は前連結会計年度末に比べて465百万円減少し、5,231百万円となりました。これは長期借入

金が約定返済により438百万円減少したためであります。 

この結果、負債合計は前連結会計年度末に比べて、115百万円増加し、12,595百万円となりました。 

(純資産) 

純資産合計は前連結会計年度末に比べて、529百万円減少し、11,203百万円となりました。 

以上の結果、自己資本比率は前連結会計年度末の48.5％から47.1％となりました。 

  

連結業績予想につきましては、第１四半期連結累計期間における業績は概ね計画どおり推移してお

り、現時点におきましては、平成24年５月９日に公表いたしました第２四半期連結累計期間及び通期の

連結業績予想の変更はありません。 

  

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報

（３）連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更） 

当社及び連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１

日以後に取得した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更してお

ります。 

これにより、従来の方法に比べて、当第１四半期連結累計期間の営業損失、経常損失及び税金等調

整前四半期純損失に与える影響は軽微であります。 

  

  

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
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４．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成24年６月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,327,229 983,325 

受取手形及び売掛金 239,835 156,053 

商品 94,016 102,568 

貯蔵品 25,758 23,206 

繰延税金資産 134,569 381,456 

その他 741,612 740,907 

貸倒引当金 △3,907 △2,561 

流動資産合計 2,559,114 2,384,955 

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 7,585,653 7,488,171 

土地 5,399,929 5,399,929 

その他（純額） 817,630 787,234 

有形固定資産合計 13,803,212 13,675,335 

無形固定資産   

のれん 19,252 11,001 

その他 120,845 109,268 

無形固定資産合計 140,098 120,269 

投資その他の資産   

繰延税金資産 481,540 486,055 

敷金及び保証金 6,426,983 6,346,586 

その他 1,163,106 1,147,516 

貸倒引当金 △362,672 △362,672 

投資その他の資産合計 7,708,957 7,617,485 

固定資産合計 21,652,269 21,413,090 

資産合計 24,211,383 23,798,046 

負債の部   

流動負債   

短期借入金 3,733,000 4,060,000 

1年内返済予定の長期借入金 824,646 1,034,989 

未払金 531,206 576,775 

未払法人税等 187,822 22,680 

未払消費税等 53,089 37,493 

前受金 730,506 806,908 

賞与引当金 214,913 74,010 

その他 506,922 750,660 

流動負債合計 6,782,107 7,363,517 
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（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成24年６月30日) 

固定負債   

長期借入金 1,278,781 839,895 

退職給付引当金 857,824 879,159 

役員退職慰労引当金 665,505 673,224 

資産除去債務 674,946 682,563 

その他 2,220,035 2,156,674 

固定負債合計 5,697,093 5,231,516 

負債合計 12,479,200 12,595,034 

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,089,400 2,089,400 

資本剰余金 1,944,380 1,944,380 

利益剰余金 7,698,495 7,169,324 

自己株式 △92 △92 

株主資本合計 11,732,183 11,203,012 

純資産合計 11,732,183 11,203,012 

負債純資産合計 24,211,383 23,798,046 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
 四半期連結損益計算書 

 第１四半期連結累計期間 

 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 

 至 平成23年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 

 至 平成24年６月30日) 

売上高 2,375,896 2,312,825 

売上原価 2,670,182 2,659,033 

売上総損失（△） △294,286 △346,207 

販売費及び一般管理費 304,761 338,716 

営業損失（△） △599,047 △684,923 

営業外収益   

受取利息 19,152 18,350 

その他 6,610 6,974 

営業外収益合計 25,763 25,324 

営業外費用   

支払利息 43,616 38,875 

その他 6,360 1,187 

営業外費用合計 49,976 40,063 

経常損失（△） △623,261 △699,662 

特別利益   

受取補償金 － 14,678 

特別利益合計 － 14,678 

税金等調整前四半期純損失（△） △623,261 △684,983 

法人税、住民税及び事業税 15,510 15,070 

法人税等調整額 △236,008 △251,400 

法人税等合計 △220,497 △236,330 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △402,763 △448,653 

四半期純損失（△） △402,763 △448,653 
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 四半期連結包括利益計算書 
 第１四半期連結累計期間 

 

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 

 至 平成24年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △402,763 △448,653 

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △693 － 

その他の包括利益合計 △693 － 

四半期包括利益 △403,456 △448,653 

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △403,456 △448,653 

少数株主に係る四半期包括利益 － － 
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当第１四半期連結累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年６月30日) 

該当事項はありません。  

  

  

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成23年４月１日 至平成23年6月30日) 

  

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 
  

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容(差異調整に関する事項) 

 
(注)  全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

  

  

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）セグメント情報等

(単位：千円)

報告セグメント

小中学部 高校部 その他の教育事業 計

売上高

  外部顧客への売上高 1,774,968 471,815 129,112 2,375,896

  セグメント間の内部売上高 
  又は振替高

― ― 518 518

計 1,774,968 471,815 129,630 2,376,414

セグメント損失(△) △186,969 △116,801 △93,600 △397,372

(単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 △397,372

セグメント間取引消去 4,274

のれんの償却額 △8,250

全社費用(注) △197,698

四半期連結損益計算書の営業損失(△) △599,047
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Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成24年４月１日 至平成24年6月30日) 

  

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 
  

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容(差異調整に関する事項) 

 
(注)  全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

  

該当事項はありません。 

  

  

(単位：千円)

報告セグメント

小中学部 高校部 その他の教育事業 計

売上高

  外部顧客への売上高 1,570,752 450,829 291,244 2,312,825

  セグメント間の内部売上高 
  又は振替高

― ― 1,966 1,966

計 1,570,752 450,829 293,210 2,314,792

セグメント損失(△) △272,161 △89,751 △100,804 △462,716

(単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 △462,716

セグメント間取引消去 5,127

のれんの償却額 △8,250

全社費用(注) △219,082

四半期連結損益計算書の営業損失(△) △684,923

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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